
大谷翔平選手のグローブ

　アメリカ・メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手が

全国の小学校に寄贈したグローブが村内の小学校３校へ

３個づつ届き、１２日に児童たちにお披露目されました。

グローブは右利き用２個、左利き用１個の組み合わせと

　　　なっていて、小指の部分には大谷選手のサインが印字

　　　されています。

　　　　　キャッチボールをした児童からは、「軽くて使い

　　　　やすかった」「野球を楽しみたい」などの声があが

　　　　りました。

　この度、鶴居村林友会が『森を守り緑に親しむ功労者』

として『北海道社会貢献賞』を受賞し、１２月１９日に開

催された北海道社会貢献賞表彰式で表彰されました。

　鶴居村林友会は、昭和５９年に本村森林所有者、林業関

係者で設立。民有林林業の振興に寄与するとともに、村民

の森の草刈りなど地域住民が森林に親しめる環境整備や森

林の大切さを住民に発信する取組のほか、会員の北海道指

導林家による林業後継者への林業技術の指導や担い手育成

にも積極的に取り組むなど、鶴居村の林業の中心的な役割

を果たしている功績が高く評価され、今回、本賞を受賞す

る運びとなりました。誠におめでとうございます。

北海道社会貢献賞受章

　１月１３日（土）ファミスポ・アップで、株式会社むらづく

り鶴居主催の新春キッズ陸上教室を開催し、村内・外から約

５０名の子どもたちが参加しました。

　講師は、北海道伊達市出身の仁井有介様にお越しいただき

ました。仁井様は、陸上競技実業団で選手兼コーチとして国内・

外の大会で活躍され、２０１４年からスプリントコーチとして高校や大学などで幅広く陸上競技の技術指導に当たっています。

　当日は、教育委員会と鶴居ＡＣ協力のもと、なぜこの練習が走る上で必要なのかを、子どもたちにもわかりやすい表

現や言葉で論理的に説明していただき、体を動かしたり、走る楽しさを感じられた１日になりました！

新春！キッズ陸上教室の開催について
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鶴居村二十歳の集い

　１月７日（日）、令和６年鶴居村二十歳の集いが挙

行されました。今年は合計20名の方が出席され、色

彩豊かな美しい晴れ着や爽やかなスーツ姿を披露し、

人生の節目である２０歳としての１歩を歩み始めまし

た。

　式典終了後は、二十歳の主張やワードビンゴ大会

などを開催し、今年の目標や抱負を色紙に漢字１文

字で書き、会場の皆さんの前で発表してもらいました。

　２０歳を迎えられた皆様の今後の活

躍を楽しみにしています。

当日の様子は右記ＱＲコードよりご覧

いただけます。

「勉」

 大学卒業

    なので

　   勉強を

     頑張る

進路を考えて

　 貯金する

「貯」「笑」

人を笑顔にする

　　 笑顔で

　　 頑張る

「学」

酪農の仕事を

  もっと学ぶ

「挑」

海外就職に

　 向けて

　  挑戦する

「時」

時間管理を

　しっかり

   する

「遊」

たくさん

　遊びたい

「楽」

楽しく遊んで

　 楽に暮ら

   したい

「越」

去年の自分を
　 越える
　 いつか祖父を
    越える
    酪農家に！

「新」

新成人
  新しい
    出会い
  新しい
    挑戦

「夢」

夢が叶う

  年にする

「初」

初志貫徹

　初心に戻る

「決」

決断する時に

　 きっぱりと

　  決めたい

今年は笑って

　穏やかに

　生活する

「笑」 「進」

一歩ずつ

　前に進む

「進」

新しく

　一から

   進んでいく

「壁」

大変なことも

　あるけど

　　頑張り

　　たい

「健」

健康に過ごし

　 スキルを

　 健やかに

   伸ばしたい

「徹」

徹底して

　ストイックに

　 貫徹する

「努」

大学で勉強に

　 努める
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